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—編集後記—

大学で働いていると，多くの学生に囲まれているので，

過疎 ·高齢化を感じることはほとんどありません．しか
し，田んぼや畑の調査で農村に行くと，若い人や子ども

の姿を見かけることは稀で，お年寄りがちらほらという

感じです．農村の過疎 ·高齢化は長年の課題ですが，実
際に訪れるとそれがはっきりと見えます．古くからある

商店，食堂などは廃業し，商店街はシャッター通り化し

ています．廃業の主な理由は，高齢化と後継者不足で耕

作放棄と同じです．土地改良区も職員の高齢化がかなり

進んでいると聞きます．今後若い人材をどうやって確保

していくかが課題のようです．私が勤める大学は若い人

が多いですが，教員だけは高齢化が進んでいます．

私が学会に入会したのは 2002年，30歳ころのときで
した．同世代の若い研究者が結構いて，少し年上の 40
代の先輩がたくさんいました．当時の 40 代の先輩たち
が今の重鎮です．20年前の土壌物理学会は，50 ∼ 60代

の先輩たちが多かったけれど，30代 ∼ 40代の若手と中
堅も結構いたのです．しかしその後，過疎 ·高齢化が進
みました．この 20 年で会員数（正会員，学生会員）は
450くらいから 250くらいになりました．
でも，暗い話ばかりではありません．明るい話もあり

ます．今号に掲載された「2021年度における土壌物理学
会関連の博士論文 · 修士論文の題目」をご覧ください．
博士論文 11 件，修士論文 19 件です．社会人もいるの
ですべてが若い人ではないですが，このなかに 20 年後
の土壌物理系を担っている人がいることは間違いないで

しょう．また前年度は，学会の入会が退会を大きく上回

りました．入会の多くは学生会員です．学生会員はこの

20年で 2倍以上増えています．現在の会員をみると，お
よそ 2割が学生会員でシニア会員は 1割．実は若い人の
割合が高いのです．さて，今年度はどうなるでしょうか．
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